
新学習指導要領に対応した学習指導計画作成場の留意点（学習指導案作成例） 

 

 高等学校 科目「体育」：球技（ゴール型） 

 

第３学年 体育学習指導案 

 

                                                       令和○年○月○日○曜日○校時 

                                                 第３学年○組（男子○名、女子○名） 

                                                場 所 ○○○○高等学校体育館 

                             指導者 職 ○○・氏名 ○○ ○○ 

       

 

１ 単元名 球技（ゴール型：バスケットボール） 

 

２ 単元の目標 

 ⑴ 次の運動について、勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な楽しさ 

や喜びを味わい、技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方などを

理解するとともに、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開することができるように

する｡ 

  イ ゴール型では、状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの動きによって空間への侵入等か

ら攻防をすることができるようにする｡                 （知識及び技能） 

  ⑵ 生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し、合理的､計画的な解

決に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己やチームの考えたことを他者に伝えることができ

るようにする｡                              (思考力、判断力、表現力等) 

 ⑶ 球技に主体的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、合意形成に貢献

しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互いに助け合

い高め合おうとすることなどや、健康･安全を確保することができるようにする｡     

                                  (学びに向かう力、人間性) 

 

３ 運動の一般的特性 

球技は、ゴール型、ネット型及びベースボール型などから構成され、個人やチームの能力に応じた

作戦を立て、集団対集団、個人対個人で勝敗を競うことに楽しさや喜びを味わうことのできる運動で

ある。 

  入学年次の次の年次（その次の年次）以降の球技では、多様な楽しさや喜びを味わい、技術の名称

や行い方などを理解するとともに、仲間と連携しゲームを展開すること、生涯にわたって運動を豊か

に継続するための課題に取り組み、考えたことを他者に伝えること及び球技に主体的に取り組むと

ともに、公正、協力、責任、参画、共生などの意欲を育み、健康・安全を確保することができるよう

にする。 

   なお、球技の多様な楽しさや喜びを味わうこととは、勝敗を競ったりすることを通して得られる

楽しさや喜びに加えて、体力や技能の程度等にかかわらず、「する，みる，支える，知る」などのス

ポーツの多様な楽しさや喜びを味わうことである。 

   指導に際しては、「知識及び技能」、「思考力，判断力，表現力等」、「学びに向かう力，人間性等」

の内容をバランスよく学習させ、自己に適したスポーツとの多様な関わり方を考える機会を充実す

ることで、生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指すことが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この色は学習指導要領解説体育編関連 ※留意事項 

※視認性を高めるため、書体（UDフォント等）、大きさを工夫する。 

※学習指導要領解説体育編（以下解説）の目標（P42「知識及び技能」、P45「思考力、判断力、表現力等」、
P46「学びに向かう力、人間性等」に当たる。語尾を「～することができるようにする。」に変えて表記する。 

※「領域名」（解説 P41）「体育」の領域及び領域の内容 種目 

※保健体育科の目標（解説 P21） ※科目「体育」の目標（解説 P29～30） 

※その領域や内容の運動の特性について明記する。 

「球技」であれば、解説Ｐ114 E 球技〔入学年次〕、P121〔入学年次の次の年次以降〕 から

抜粋 
 



 

 

４ 生徒の実態 

 ⑴ 運動に触れる楽しさの体験状況 

   本学級では、 

 

   これまでの、保健体育の授業や部活動において 

 

 

 

 ⑵ 「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の習得状況 

   「知識及び技能」に関しては、 

 

 

 

 

   「思考力、判断力、表現力等」に関しては、 

 

 

 

 

   「学びに向かう力、人間性等」に関しては、 

 

 

 

 

 ⑶ 体力の状況 

 男子 女子 

段階 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

人数 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

    

   体力テストにおいて、総合評価の割合は、Ａ・Ｂ段階が○○％、Ｃ段階が○○％、Ｄ・Ｅ段階が○ 

○％という結果であった。 

   全国平均と比較して、 

   男子は、 

    

   女子は、 

    

   県平均と比較して、 

   男子は、 

    

   女子は、 

    

   男女ともに、 

    

   個別には、テスト項目「○○」において、 

    
   部活動の加入状況等から、等 
 
 
 
 
 
 
 
 

※この色は知識及び技能関連 ※思考力、判断力、表現力等 ※学びに向かう力、人間性等 

※生徒の実態、体育の授業における状況、 

これまでの運動経験及び日常的な運動活動 

について明記する。 

 

※これまでの学習（他教科等含む）において、指導内容がどの程度身に付いているのか、 

また、本単元に関するこれまでの運動の体験状況について明記する。 

 

※主語は生徒 ※知識及び技能 
解説 P122～127 
※系統表 
解説 P132～134 

※思考力、判断力、表現力等 
解説 P127～128 
※系統表 
解説 P320～321 

※学びに向かう力、人間性等 
解説 P22～23 
※系統表 
解説 P322～323 

※新体力テストのデータから単元とかかわる体力や学校として伸ばしたい体力の状況について明記する。 

 

※体力向上に向けた具体的な取組 
（各学校における体力向上プラン参照）
についても明記する。 

※上記の児童の実態から、教師がどのような内容に重点を置き、指導していくかを具体的に明記する。
その際に、単元の目標を具現化するため、教師の意図的・計画的な指導が明記する。 



５ 学習を進めるに当たって 
  本単元では、 
  教師は、 

  単元を構成するに当たっては、 

  単元のはじめのオリエンテーションでは、 

  単元の前半（中盤、後半）では、 

  単元の終わりに、○○大会を実施し、 

  「見方・考え方」を働かされる学習過程を工夫することにより、 

 

 

授業前半の〇〇では、 

授業後半の〇〇では、 

その過程で、〇〇できるようにしていきたい。 

学習カードは 

そのために、 

また、単元を通してタブレット端末を効果的に活用していきたい。 

 

 

 

本時において、 

はじめの段階では、ペア活動(体の柔らかさや力強い動きを高めるための運動)を音楽に合わせて～ 

 

 

 

なかの段階ではまず、「○○するためには、どうすればよいか」とねらいを確認する。 

 

まとめの段階では、「○○するためには、○○すればよい」と学習のまとめをする。 

 

カリキュラム・マネジメントの視点から、「保健」との関連を図った指導を充実する観点から、「保

健」における精神疾患の予防と回復などの内容との関連を図り、教科等横断的な学びが実現するよう

指導を進めていきたい。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※主語は教師 

※研究の視点や 
本時に該当する部分は 
書体を変えたり、 
太字にしたり、 
アンダーラインを引くなどして 
分かりやすくする。 

カリキュラム・マネジメントについて明記する。（学校行事：運動会等含む） 

※解説 P4（4）・P9②・P13・P14カ 



６ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

「
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準
」 

○知識 

・球技では､各型の各種目

の局面ごとに技術や戦

術､作戦の名称があり､そ

れぞれの技術､戦術､作戦

には､攻防の向上につな

がる重要な動きのポイン

トや安全で合理的､計画

的な練習の方法があるこ

とについて言ったり書き

出したりしている。 

・球技の型や種目によって

必要な体力要素があり､

その型や種目の技能に関

連させながら体力を高め

ることができることにつ

いて言ったり書き出した

りしている。 

○課題解決の方法には､チ

ームや自己に応じた目

標の設定、目標を達成す

るための課題の設定､課

題解決のための練習法

などの選択と実践､ゲー

ムなどを通した学習成

果の確認､新たな目標の

設定といった過程があ

ることについて言った

り書き出したりしてい

る 

○競技会で､ゲームのルー

ル､運営の仕方や役割に

応じた行動の仕方､全員

が楽しむためのルール

等の調整の仕方などが

あることについて言っ

たり書き出したりして

いる｡ 

○技能 

・自陣から相手陣地の

侵入しやすい場所に

移動することができ

る。 

・シュートやトライを

したり、パスを受けた

りするために味方が

作り出した空間に移

動することができる。 

・侵入する空間を作り

出すために、チームの

作戦に応じた移動や

動きをすることがで

きる。 

・得点を取るためのフ

ォーメーションやセ

ットプレイなどのチ

ームの役割に応じた

動きをすることがで

きる。 

○チームの作戦に応じ

た守備位置に移動し、

相手のボールを奪う

ための動きをするこ

とができる。 

○味方が抜かれた際に，

攻撃者を止めるため

のカバーの動きをす

ることができる。 

○一定のエリアから得

点しにくい空間に相

手や相手のボールを

追い出す守備の動き

をすることができる。 

※ネット型、ベースボー

ル型は省略。 

・選択した運動について、チ

ームや自己の動きを分析し

て、良い点や修正点を指摘

し、他者に伝えている。 

・課題解決の過程を踏まえ

て、チームや自己の新たな

課題を発見し、他者に伝え

ている。 

・チームや自己の課題を解決

するための練習の計画を立

て、他者に伝えている。 

・練習やゲームの場面で、チ

ームや自己の危険を回避す

るための活動の仕方を提案

し、他者に伝えている。 

・練習やゲームを行う場面

で、チームや自己の活動を

振り返り、よりよいマナー

や行為について提案し、他

者に伝えている。 

・チームでの学習で状況に応

じてチームや自己の役割を

提案し他者に伝えている｡ 

◎チームでの話合いの場面

で、合意を形成するための

調整の仕方を見付け、他者

に伝えている。 

○体力や技能の程度、性別等

の違いを超えて、仲間とと

もに球技を楽しむための調

整の仕方を見付け、他者に

伝えている。 

○球技の学習成果を踏まえ

て、自己に適した「する，み

る，支える，知る」などの運

動を生涯にわたって楽しむ

ための関わり方を見付け、

他者に伝えている。 

・球技の学習

に主体的に

取り組もう

と し て い

る。 

・フェアなプ

レイを大切

にしようと

している。 

・作戦などを

話し合う場

面で，合意

形成に貢献

しようとし

ている。 

・一人一人の

違いに応じ

たプレイな

どを大切に

しようとし

ている。 

○仲間の課題

を指摘する

など，互い

に助け合い

高め合おう

と し て い

る。 

◎危険の予測

をしながら

回避行動を

とるなど，

健康・安全

を確保しよ

うとしてい

る。 

「
単
元
の
評
価
規
準
」 

① 課 題 解 決 の 方 法 に   

は､チームや自己に応じ

た目標の設定､目標を達

成するための課題の設

定､課題解決のための練

習法などの選択と実践､

ゲームなどを通した学習

成果の確認､新たな目標

の設定といった過程があ

ることを言ったり書き出
したりしている。 

②競技会で、ゲームのルー

ル，運営の仕方や役割に

応じた行動の仕方、全員

が楽しむためのルール等

の調整の仕方などがある

ことを言ったり書き出し
たりしている。 

①チームの作戦に応じ

た守備位置に移動し、

相手のボールを奪う

ための動きをするこ

とができる。 

②味方が抜かれた際に、

攻撃者を止めるため

のカバーの動きをす

ることができる。 

③ 一 定 の エ リ ア か ら         

得点しにくい空間に

相手や相手のボール

を追い出す守備の動

きをすることができ

る。 

①チームでの話合いの場面

で、合意を形成するための

調整の仕方を見付け、他者

に伝えている。 

②体力や技能の程度、性別等

の違いを超えて、仲間とと

もに球技を楽しむための調

整の仕方を見付け、他者に

伝えている。 

③球技の学習成果を踏まえ

て､自己に適した「する，み

る，支える，知る」などの運

動を生涯にわたって楽しむ

ための関わり方を見付け、

他者に伝えている。 

①仲間の課題

を指摘する

など，互い

に助け合い

高め合おう

と し て い

る。 

②危険の予測

をしながら

回避行動を

とるなど，

健康・安全

を確保しよ

うとしてい

る。 

 

学習評価については「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」中学校 保健体育を

参考とする。高等学校編は令和 3年度中に発行予定であり、中学校を参考に作成している。 

③本時を囲む 

※語尾 

「～できる」（技能） 

※語尾 

「～している」（知識、思考・判断・表現、主体的に学習に取

り組む態度の「健康・安全」） 

※語尾 

「～しようとしている」（主体的に学習に取り組

む態度の「健康・安全」はしている。） 

評
価
規
準
は、
学
習
指
導
要
領
解
説
の
例
示
か
ら
語
尾
を
変
え
て
作
成
す
る。 



 

 

７ 単元の指導と評価の計画（１～７／１５時間） 

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

 

指 

導 

内 

容 

知 

①目標、課題設

定、練習法の選択等 

     ②全員が楽しむため

のルール等の調整の

仕方など 

技 

 

 

 

  ①相手のボールを

奪うための動き等 

②攻撃者を止める

カバーの動き等 

③相手ボールを追

い出す守備の動き等 

 

 

思 

 

 

 

 

      

 

学 

 

 

 

①仲間の課題を指

摘するなど，互いに

助け合い高め合う等 

②危険予測する、

回避行動をとるな

ど，健康・安全を確保 

    

 

学 

習 

の 

流 

れ 

０ 

 

健康観察・本時のねらいの確認・準備運動 

５ 

 

１０ 

 

１５ 

 

２０ 

 

２５ 

 

３０ 

 

３５ 

 

４０ 

オリエン

テーショ

ン 

 

 

 

 

 

 

 

ボール操作 

・シュート 

・パス 

・キャッチ 

・ドリブル 等 

 

 

ボール操作の反復練習Ⅰ 

・シュート、パス、ドリブル等 

課題発見のためのゲーム 

・１対１（４５°から） 

・２対２ 

課題発見のためのゲ

ーム 

・４対４ 

簡易ゲーム 

(ゲームに入る前) 

・パスゲーム 

・シュートゲーム 

・３オン３のゲーム 

 等 

 

 

課題解決のためのゲーム 

・２対１ 

・３対２ 

簡易ゲー

ムⅠ 

・全員が

楽しむた

めのルー

ルをつく

るための

ゲーム 

ボール慣

れゲーム 

(ボール操

作) 

４５ 

５０ 

７ 整理運動・学習の振り返り・次時の確認  

評 

価 

の 

機 

会 

知 ①      ② 

技        

思 

 

   (①) (②) (③)  

態 

 

 ① ②     

準備物 バスケットボール、カラーコーン、デジタイマー、タブレット端末、プロジェクター 

カリ・マネ 科目「保健」 ⑴現代社会と健康 (ｳ)生活習慣病などの予防と回復 (ｵ)精神疾患の予防と回復   

 

 

 

 

 

 

 

単元の学習計画及び評価計画については「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」

中学校 保健体育の P53を参考とする。 



 

７ 単元の指導と評価の計画（８～１５／１５時間） 

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

 

 

  (①)ゲームを通

し学習成果の確認､

新たな目標の設定 

    

    (①)相手のボー

ルを奪うための動き

等 

(②)攻撃者を止

めるカバーの動き等 

(③)相手ボール

を追い出す守備の動

き等 

 

①合意形成、調整

の仕方を見付け、他

者に伝えること等 

②仲間と楽しむ調

整の仕方を見付け、

他者に伝えること等 

③運動を楽しむ関

わり方を見付け、他

者に伝えること等 

     

 

 

      (①)仲間の課題

を指摘する，互いに

助け合い高め合う等 

 

 

ボール操作の反復練習Ⅱ 

・シュート、パス、ドリブル等 

課題発見のためのゲ

ーム 

・４対４ 

簡易ゲームⅡ 

・全員が楽しむための

ルールでのゲーム 

リーグ戦Ⅰ 

・前時までの学習を踏

まえ、ゲームのルール、

運営の仕方や役割に応

じた行動の仕方、全員が

楽しむためのルール等

で、自分たちでリーグ戦

を開催する。 

リーグ戦Ⅱ 

・リーグ戦Ⅰを踏まえ、

課題を解決し、全員が

楽しむための更に改善

したルールでリーグ戦

を開催する。 

まとめの

ゲーム・リ

ーグ戦の

まとめ 

簡易ゲー

ムⅠ 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の 

まとめ 

 

 

 

   (①)    総 

括 

的 

な 

評 

価 

    ① ② ③ 

① 

 

② ③     

   

 

    

 

⑵安全な社会生活 (イ)応急手当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※Ａ評価 

「十分満足できる」 

 

※Ｂ評価 

６③・８(2)
と同文 

８ 本時の学習（７／１５時間） 

 ⑴ 本時の目標 

  ○ 競技会で、ゲームのルール、運営の仕方や役割に応じた行動の仕方、全員が楽しむためのルール

等の調整の仕方などがあることを理解することができる。         （知識及び技能） 

 ⑵ 本時の評価項目 

  ○ 競技会で、ゲームのルール、運営の仕方や役割に応じた行動の仕方、全員が楽しむためのルール

等の調整の仕方などがあることを理解している。              （知識・技能） 

 

 

 

９ 学習指導過程 

段  

階 

時 

間 

学習内容及び 

学習活動 

指導上の留意点 ○：評価項目 

（評価方法）【Ａの例】 

「努力を要する」状況と判断

される生徒への手立て 

は

じ

め 

０ 

 

５ 

１ 用具や場の準備 

２ 集合、整列、挨拶 

３ 健康観察 

４ 準備運動 

・ひなたプログラム等か

ら、個人の課題解決と

なる行動を選べるよう

にする。 

  

 

 

 

 

 

 

な 

 

か 

10 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

20 

 

25 

 

30 

35 

40 

45 

５ 本時のねらいの確認 

 

 

・最後のリーグ戦に向けた 

 ① ゲームのルール作り 

 ② 試合方式の決定 

 ③ 運営の仕方、役割分

担の確認 

 

 

 

 

６ ボール操作の反復練

習。 

７ 課題発見のためのゲー

ム（４対４） 

８ 簡易ゲームⅠ 

 ・ 全員が楽しむためのル

ール等を工夫する 

 

 

 

・ゲームのルール、リー

グ戦などの試合方式、

運営の仕方や役割に応

じた行動の仕方を理解

できるよう説明する。 

・全員が楽しむためのル

ール等の調整の仕方が

あることを理解できる

ように説明する。 

・シュート､パス､ドリブ

ル等の動作を練習す

る｡ 

・決めたルールに沿って

ゲームを行う。 

・ルールに支障があれば

調整し全員が楽しむた

めのルールを決める｡ 

 

 

 

○競技会で､ゲー

ムのルール､運

営の仕方や役割

に応じた行動の

仕方､全員が楽

しむためのルー

ル等の調整の仕

方などがあるこ

とを理解してい

る｡（観察・学習カード）

【Ａの例】 

クラスの状況を踏

まえ全員が楽しむ

ための運営の仕

方､ルール等を理

解している。 

 

 

 

○ゲームのル

ール、運営

の仕方や役

割に応じた

行 動 の 仕

方、全員が

楽しむため

のルール等

の調整の仕

方などにつ

いて、具体

的な例を示

しながら、

クラスにあ

ったものを

考 え さ せ

る。 

 

ま

と

め 

 

 

 

50 

９ 本時のまとめ 

 ・学習カードへの記入 

 ・発表等 

 

 

10  整理運動､片付け 

 課題解決を通して、良

かったルール等のポイ

ントを確認する。 

 

 

・次時の課題解決に向け

ての意欲向上を図る。 

  

 

⑴競技会で、ゲームのルール、運営の仕方や役割に応じた行動の仕方を理解しよう。 
⑵全員が楽しむためのルール等の調整の仕方などがあることを理解しよう。 

⑴競技会には、○○のようなゲームのルール、運営の仕方や役割に応じた行動の仕方がある。 
⑵全員が楽しむためには、○○おようにルール等を工夫する必要がある。 

※目標なので 
思考力、判断力、表現力等 
 

※６ 評価規準：知識②との整合性を図る。 

本時の目標の語尾は「できるようにする」。 

※６ 
思判③ 

と同文 

※評価項目なので 
思考・判断・表現 

※本時の目標（学習内容）を実現するために、どのように学
習活動を仕組んでいくのかを具体的に明記する。 
７ 指導と評価の計画：第７時（本時）との整合性を図る。 
時との整合性を図る。 

※本時の目標（学習内容）を実現するた

めに、どのような指導を行うかを教師の

立場から明記する。「どうやってそれを

するのか」「なぜそれをするのか」「そう

するとどうなるのか」等を明記する。 

※Ｃ評価 

「努力を要する」

生徒への手立て 

※「ねらい」と「まとめ」

が一致すること。 


